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電 気 通 信 技 術 の 基 礎 
第１問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２０点）

　（１）　図－１に示す回路において、抵抗Ｒ２に４アンペアの電流が流れたとき、この回路に接続されている電池Ｅは、（　ア　）ボルトである。ただし、電池の内部抵抗は無視するものとする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	①　６０　　②　７５　　③　９０　　④　１００　　⑤　１２０
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　（２）　図－２に示す回路において、端子ａ－ｂ間の合成インピーダンスは、（　イ　）オームである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	①　２０　　②　２５　　③　３０　　④　３５　　⑤　４７
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　（３）　静電容量が３ＣファラドのコンデンサにＶボルトの電圧を加えると、コンデンサに蓄えられる電荷の量Ｑは、（　ウ　）クーロンで表される。　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）
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　（４）　平行電極板で構成するコンデンサの静電容量を小さくする方法の一つに、（　エ　）がある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	①　電極板の間隔を広くする方法

②　電極板の金属を変える方法

③　電極板間に誘電率の値が大きい物質を挿入する方法

④　電極板の面積を大きくする方法


第２問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２０点）

　（１）　定電圧ダイオードは、（　ア　）に加えた電圧がある値を超えると急激に電流が増加する降伏現象を生じ、広い電流範囲で電圧を一定に保つ特性を有する。　　　　　　　　　（４点）

	①　ゲート　　②　逆方向　　③　順方向　　④　ドレイン


　（２）　図に示すトランジスタ増幅回路で、正弦波の入力信号電圧ＶIに対する出力電圧ＶＣＥは、この回路の動作点を中心に変化し、コレクタ電流ＩＣが（　イ　）のとき、ＶＣＥが最小となる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	①　最　小　　②　最　大　　③　ゼ　ロ　　
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　（３）　トランジスタは、エミッタとベース間に注入される（　ウ　）による電流によって、出力のコレクタ電流を制御する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	①　イオン　　②　自由電子　　③　多数キャリア　　④　少数キャリア


　（４）　トランジスタは、一般に、三つの端子をもつので、トランジスタ回路で入出力端子を設けるためには、三つの端子のうち、一つの端子を共通にする必要がある。この共通端子の名称を採ってトランジスタ回路の（　エ　）方式が名付けられている。　　　　　　　　　　（４点）

	①　接　地　　②　バイアス　　③　帰　還　　④　電気的絶縁


　（５）　ダイオードが主体となっている回路には、（　オ　）がある。　　　　　　　　　　（４点）

	①　磁気回路　　②　共振回路　　③　整流回路　　④　ホイーストンブリッジ


第３問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２０点）

　（１）　１０進数の９４を８進数に変換すると（　ア　）になる。　　　　　　　　　　　　（５点）

	①　１０７　　②　１３６　　③　１５７　　④　１７５　　⑤　２７４


　（２）　次の論理関数Ｘは、ブール代数の公式等を利用して変形し、簡単化すると、（　イ　）になる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）
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　（３）　図－１の論理回路において、Ｍの論理素子が（　ウ　）であるとき、入力ａ及び入力ｂの論理レベルと出力ｃの論理レベルとの関係は、右の真理値表で示される。　　　　　　　（５点）
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　（４）　図－２に示すベン図において、Ａ、Ｂ及びＣは、それぞれの円の内部を表すとき、塗りつぶした部分を示す論理式は、（　エ　）で表すことができる。　　　　　　　　　　　　（５点）
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第４問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２０点）

　（１）　図－１において、発振器の出力電流が（　ア　）ミリアンペア、減衰器の減衰量が２０デシベルのとき、電流計の読みは、２．４ミリアンペアである。ただし、入出力各部のインピーダンスはすべて同一値で整合しているものとする。　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	①　０．２４　　②　２．４　　③　２４　　④　４８　　
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　（２）　誘導回線の信号が被誘導回線に現れる漏話のうち、誘導回線の信号の伝送方向を正とするとき、（　イ　）に現れるものは近端漏話といわれる。　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	①　正の方向　　②　負の方向　　③　正負二つの方向


　（３）　図－２に示すように、インピーダンスＺ１が４００オーム、インピーダンスＺ２が９００オームの平衡対ケーブルを接続するとき、その接続点に巻線比（Ｎ１：Ｎ２）が（　ウ　）の変成器を挿入すると、インピーダンスが整合する。ただし、変成器は理想的なものとする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	①　２：３　　②　３：４　　③　３：５　　④　４：９
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　（４）　電力線から誘導作用によって通信線へ誘起される（　エ　）電圧は、一般に、電力線の電圧に比例して大きくなる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	①　放　電　　②　電磁誘導　　③　静電誘導　　④　遮へい


第５問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２０点）

　（１）　伝送するアナログ信号波形を一定の時間間隔でサンプリングし、抽出したパルスの振幅を符号化する変調方式は、（　ア　）方式といわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	①　ＡＭ　　②　ＰＷＭ　　③　ＰＣＭ　　④　ＦＤＭ　　⑤　ＴＤＭ


　（２）　デジタル伝送における信号の多重化は、一般に、（　イ　）分割方式が用いられる。（５点）

	①　周波数　　②　時　　③　空　間


　（３）　原理的に雑音量が通信回線の物理的な特性に依存しない雑音の一つに、（　ウ　）雑音がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	①　熱　　②　ショット　　③　準漏話　　④　量子化


　（４）　一般的な光ファイバ伝送方式では、光信号が光ファイバ内を進み受光器を到達すると、受光器は、その光の（　エ　）を元の電気信号の大小に復調する。　　　　　　　　　　　（５点）

	①　波　長　　②　強　弱　　③　位　相　　④　伝搬時間


解答

第１問（ア）⑤　（イ）②　（ウ）④　（エ）①

第２問（ア）②　（イ）②　（ウ）④　（エ）①　（オ）③

第３問（ア）②　（イ）④　（ウ）④　（エ）①

第４問（ア）③　（イ）②　（ウ）①　（エ）③

第５問（ア）③　（イ）②　（ウ）④　（エ）②
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